
　　　　

7 年 1 月 30 日

9 時 0 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 Commonの社員であることに責任と誇りを持ちご利用者様に信頼される質の高いサービスの提供を目指す。

事業所名 放課後等デイサービス　コモンチャイルドケア 作成日支援プログラム（参考様式）

絵カードにより1日のスケジュールを提示し、見通しの立った療育を行っている。
タイムタイマー等を用いて、視覚的な要素を取り入れた時間の把握を行っている。
点つなぎや間違い探しなど、発達に応じた学習プリントを作成している。

こども会議を行い自分の気持ちや意見を発表できる場を設け、言語表出・受容をサポートしている。
英語学習により、聞く力、英語で表現する力、相手の気持ちを理解する力を育てている。
言葉を用いたゲームやソーシャルスキルトレーニングで療育をしている。

公共の場への外出を通した集団での活動やルールに合わせた行動の支援を行っている。
季節のイベントなどを通じた地域との交流を行っている。
ルールの理解が必要な遊びや集団活動を通して社会性を身につけることができる活動をしている。

支援方針

季節の行事や児童と高齢者の交流を行い、社会性を身につける。
集団での活動により、対人関係を育み方を学ぶ。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

季節によってイベント（夏祭り・ハロウィン・節分等）を行い、利用者に季節感を感じてもらうことができるようなプログラムを設定している。
また、保護者参加型のイベントも開催しており、利用者の様子を把握してもらうことができるように活動をしている。

（別添資料１）

家族支援

送迎の際に、利用者の様子や出来事を伝達している。保護者対応時には利用者の
様子から相談援助を行っている。また、SNSやブログを通して、事業所の様子を
発信している。

移行支援

学校での様子を担任の先生に伺い、また事業所での様子を伝えている。ま
た、担任の先生を含めた担当者会議を行っている。

地域支援・地域連携

本事業所の1階に高齢者のデイサービスがあり、季節のイベントを通した交流を
行っている。 職員の質の向上

毎月、支援に関する社内研修を行っている。また、外部の研修を受けに行
き、療育活動に活かしている。

支　援　内　容

検温や手洗いにより「健康」への意識付けを行いながら、利用者の体調の変化を確認している。
クッキングやおやつ作りを通して「食」に関心を持つための「食育活動」を行っている。
宿題や課題に取り組む時間を作り、学習の習慣化をしている。

外部講師を招き、体操教室を行っている。
お絵描きや、運筆、シール貼りを行い、手先の微細運動を行っている。
外遊び（公園・アスレチック）を通して身体操作の基礎を作っている。

本
人
支
援


